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Ｑ　
従
業
員
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
？

Ａ　

次
の
図
１
に
あ
る
よ
う
に
、
オ
ン
ボ
ー

デ
ィ
ン
グ
で
取
り
組
む
施
策
の
一
つ
一
つ
は
シ

ン
プ
ル
な
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
を
体
系
的
に
実

施
し
て
振
り
返
り
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う

こ
と
が
、人
材
が
定
着
、活
躍
す
る
組
織
に
な
っ

て
い
く
た
め
に
必
要
な
ア
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

　
ま
た
、
新
卒
者
だ
け
で
な
く
中
途
採
用
者
に

も
、
同
様
の
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
前
職
ま
で
の
常
識
や
価
値
観
を
引

き
ず
っ
た
ま
ま
だ
と
、ミ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
高
い
の
で
、
入
社

し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
っ
か
り
と
行
っ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

Ｑ　
コ
ロ
ナ
禍
で
テ
レ
ワ
ー
ク
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
仕
事
を
進
め
て
い
く
上
で
気
を

つ
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ　
テ
レ
ワ
ー
ク
に
は
、
場
所
や
時
間
の
拘
束

か
ら
開
放
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
一
方
で
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
は
失

わ
れ
が
ち
で
す
。

　

仕
事
を
進
め
る
上
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
、
報
連
相
（
報
告
・
連
絡
・
相
談
）
な
ど

の
「
中
身
の
伝
達
」、
感
情
や
価
値
観
な
ど
「
気

持
ち
の
伝
達
」の
２
つ
の
意
味
を
持
ち
ま
す（
図

２
参
照
）。

　
チ
ャ
ッ
ト
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル
は
確

か
に
便
利
で
す
が
、
気
持
ち
の
伝
達
が
不
十
分

で
、
意
思
疎
通
が
と
れ
な
か
っ
た
り
、
相
談
し

づ
ら
い
と
い
っ
た
ス
ト
レ
ス
や
孤
独
感
か
ら
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
全
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

定
期
的
に
業
務
外
の
会
話
を
す
る
な
ど
、
気
持

ち
を
伝
達
す
る
た
め
の
機
会
を
意
識
的
に
つ
く

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

Ｑ　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
と
し
て
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

Ａ　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
は
、
自
分
で
自
分

の
心
を
ケ
ア
す
る
「
セ
ル
フ
ケ
ア
」
を
行
う
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
と
ど
う
付
き
合

う
か
、
感
じ
た
ス
ト
レ
ス
を
ど
う
発
散
す
る
か

な
ど
の
知
識
を
つ
け
て
行
動
す
る
こ
と
が
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
全
を
防
ぐ
第
１
の
方
法
で
す
。

　
ま
た
、
そ
れ
に
加
え
て
、
職
場
の
上
長
な
ど

が
部
下
の
心
の
ケ
ア
を
行
う
「
ラ
イ
ン
ケ
ア
」

も
必
要
で
す
。
部
下
の
心
の
状
態
を
気
に
か
け

て
面
談
等
を
行
う
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
を
和
ら

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
面
談
の
際

は
、
な
る
べ
く
対
面
で
、
業
務
面
で
の
話
題
だ

け
で
は
な
く
、雑
談
を
含
め
た
悩
み
相
談
と
い
っ

た
内
容
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
は
個

人
任
せ
に
す
る
の
で
は
な
く
、
企
業
が
率
先
し

て
研
修
や
施
策
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
自

社
の
健
康
経
営
実
践
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
、
今

回
ご
紹
介
し
た
手
法
を
取
り
入
れ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

 

誌上相談室 Q＆A　コロナ禍によって採用市場は大きく変化し、
企業にとっては一つのターニングポイントを迎
えています。その機会を生かすために、単純な
人手としての採用ではなく、人材の活用に主眼
を置いた活躍のステージを作ることが、企業に
求められます。一方で、せっかく採用しても早期
に離職してしまうケースも多くなっています。
　採用の成功は定着、そして戦力化です。今回
は、そのためにどんなことができるか、また昨
今のテレワーク環境下でメンタルヘルス不全を
防ぐコミュニケーションの方法について解説し
ます。

　
渡
辺
　
徹 

氏

【
回
答
】

当
所
エ
キ
ス
パ
ー
ト
・
バ
ン
ク
登
録
専
門
家

ヒ
ト
ベ
ー
ス
㈱
（
青
葉
区
本
町
）

代
表
取
締
役

人
材
採
用
・
定
着

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

【テーマ】
コロナ禍における人材定着のための施策
「オンボーディング」と
「メンタルヘルス対策」

Ｑ　
採
用
し
た
ば
か
り
の
従
業
員
が
す
ぐ
退
職

す
る
ケ
ー
ス
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

そ
の
従
業
員
の
や
る
気
の
問
題
で
す
か
？

Ａ　

早
期
離
職
は
個
人
に
も
、
組
織
に
も
ダ

メ
ー
ジ
が
大
き
い
も
の
で
す
。
仕
事
内
容
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
や
職
業
観
の
違
い
な
ど
、
個
人
の
要

素
も
確
か
に
あ
り
ま
す
が
、
企
業
側
に
も
対
応

で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
特
に
、

少
子
高
齢
化
な
ど
、
ま
す
ま
す
人
材
獲
得
が
難

し
く
な
る
環
境
下
で
は
、こ
れ
ま
で
以
上
に「
社

員
に
長
く
働
い
て
も
ら
え
る
環
境
づ
く
り
」が
、

課
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、

人
材
を
組
織
に
な
じ
ま
せ
る
た
め
の
一
定
期
間

の
施
策
や
そ
の
一
連
の
取
り
組
み
「
オ
ン
ボ
ー

デ
ィ
ン
グ
」
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

伝えること・教えること チェックポイント
仕事の中身・流れ・接点を持つ人・
当面取り組むこと・必要なスキル・

将来的に目指すもの

業界・市場・顧客・
ライバルについて

自社の立ち位置と戦略

会社の歴史・理念・
ビジョン・行動の指針・
就業規則・社内ルール

社会人としての心構え
ビジネスマナー・
ビジネスマインド

日常業務内でのサポート

仕事の
パフォーマンス

業務スキル
の向上

キャリアデザイン
対人スキル
の向上

組織の理念や
ビジョンについて
の理解力向上

メンタル・
人間関係

オリエンテーション
目安：3日～1週間

図1.採用した人を組織になじませ・活躍させるためにできること
フォローアップ

（面接など）目安：1,3,6カ月
・以降定期的に実施

勉強会・研修
定期的に開催

ねらい

コミュニケーションには2つある

チームで働く上では
どちらも意識する必要がある

中身の
伝達

気持ちの
伝達

ex.コミュニケーションが
不十分でミスにつながった。

ex.コミュニケーションをとって
相手のことを理解した。

図2.コミュニケーションの種類


